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セグメントの業績

連結財務ハイライト

　当第2四半期連結累計期間における世界経済は、米国では経済の柱である個人消費のコロナ禍からの回復、
サービス業の需要の高まり及び良好な雇用情勢により景気は堅調に推移しております。一方、相次ぐ金融機関
の経営破綻による銀行不安の収束に時間を要する場合には、企業や家計の資金調達環境が悪化し、企業の設
備投資や住宅投資の大幅減を招く可能性があり、景気の先行きに不透明感が拭えない状況となっております。
欧州では、ガス価格の下落や各国のエネルギー高対策の継続等により、景況感は改善傾向にあるものの実体
経済への波及には時間を要する見通しとなっております。また、米国発の金融機関の経営破綻から金融機関の
経営不安が急速に強まり、事態が長期化すれば、高インフレと併せて経済へ悪影響を及ぼす可能性があります。
中国では、ゼロコロナ政策の撤廃により厳しい活動制限が緩和され、経済活動の正常化が進み復調傾向にあ
ります。
　一方、国内経済は、輸出の落ち込みにより製造業を中心に回復が遅れているものの、個人消費が幅広く改
善され景気は復調傾向にあります。また、物価上昇の鈍化や春闘賃上げによる実質賃金上昇の加速により、
今後も内需主導で景気回復が続く見通しとなっております。
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売上高 （単位：百万円） 経常利益 （単位：百万円） 親会社株主に帰属する中間（当期）純利益 （単位：百万円）

医療機器事業
　医療機器事業では、新型コロナの影響による部品の長納期化が、
ODM及びOEMスケジュールに影響しましたが、長納期部品の先
行手配をする等の対策により、受注及び販売活動は堅調に推移し
ました。また「胸腹水濾過濃縮装置M－CART」の医療機関への
販売及びレンタル、試用貸出しを行いました。
　このような状況の中、販売額は大幅に増加しました。

繊維機器事業
　繊維機器事業では、アパレル市場及び一般産業素材向け市場に
おいて、依然として市場環境の低迷が続いており投資計画見送り、
中止などにより低調に推移しました。
　このような状況の中、アパレルメーカーからの設備投資受注は
あったものの、全般的には低調に推移したことから販売額は減少
しました。

電子機器事業

医療機器事業 繊維機器事業

96.2％96.2％

2.9％2.9％0.9％0.9％

■ 売上高構成比

半導体製造機器
　半導体製造機器では、5G・IoTの拡大に伴うロジックICやEVの増加によるパワー
半導体市場は堅調に推移しているものの、スマートフォン市場の設備投資が依然とし
て回復しておらず、市場の二極化が続いております。
　このような状況の中、パワー半導体市場からの受注は堅調に推移したものの低迷し
たスマートフォン市場の影響により販売額は若干減少しました。

新素材加工機器
　新素材加工機器では、受注につきましては大口受注を含む前連結累計期間との比較
では減少したものの、国内外におけるパワーデバイス市場の設備投資意欲は引き続き
旺盛であります。客先の工場建設計画の遅れ等による受注計画への影響はあるものの
引き合いは強い状態が継続しております。売上につきましては、政治的緊張の高まり
や半導体部品の長納期化等のリスクがあるものの、パワー半導体向けSiC材料切断加
工装置が引き続き高いマーケットシェアを維持しており堅調に推移しました。
　このような状況の中、販売額は増加しました。

電子機器事業

ディスプレイ製造機器
　ディスプレイ製造機器では、中国ディスプレイメーカーを中心に生産調整による供
給量の減少と需要の増加によるパネル価格の押し上げを図る動きから、PCモニタや
ノートPC、スマートフォンなどを中心に出荷数量が減少しております。
　このような状況の中、パネルメーカー各社が生産設備の増強計画を延期したため、
設備投資は依然として低調に推移しており販売額は減少しました。



連結財務諸表（要約）

連結貸借対照表� （単位：千円）

科目 当中間期
（2023年3月31日現在）

前中間期
（2022年3月31日現在）

前期
（2022年9月30日現在）

資産の部

流動資産 11,009,937 7,830,291 9,685,159

固定資産 2,946,900 2,615,444 2,978,988

有形固定資産 1,927,263 1,965,884 1,922,924

無形固定資産 26,946 27,228 18,694

投資その他の資産 992,690 622,331 1,037,368

資産合計 13,956,838 10,445,735 12,664,147

科目 当中間期
（2023年3月31日現在）

前中間期
（2022年3月31日現在）

前期
（2022年9月30日現在）

負債の部
流動負債 6,965,757 4,325,533 6,040,156
固定負債 156,184 264,852 217,055
負債合計 7,121,941 4,590,386 6,257,212

純資産の部
株主資本 6,789,312 5,807,864 6,362,389

資本金 963,230 963,230 963,230
資本剰余金 1,352,321 1,352,321 1,352,321
利益剰余金 4,491,880 3,509,709 4,064,566
自己株式 △18,119 △17,396 △17,729

その他の包括利益累計額 45,584 47,484 44,545
純資産合計 6,834,897 5,855,349 6,406,934
負債純資産合計 13,956,838 10,445,735 12,664,147

連結損益計算書� （単位：千円） 連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：千円）

科目
当中間期

（2022年10月 1 日から
　2023年 3 月31日まで）

前中間期
（2021年10月 1 日から
　2022年 3 月31日まで）

前期
（2021年10月 1 日から
　2022年 9 月30日まで）

売上高 6,267,539 4,161,087 10,223,476

売上原価 4,845,152 3,021,818 7,553,155

売上総利益 1,422,386 1,139,269 2,670,321

販売費及び一般管理費 597,311 528,071 1,318,975

営業利益 825,075 611,197 1,351,345

営業外収益 45,325 78,401 120,074

営業外費用 8,135 4,862 9,129

経常利益 862,266 684,736 1,462,290

税金等調整前中間（当期）純利益 862,266 684,736 1,462,290

法人税、住民税及び事業税 203,366 134,777 477,769

法人税等調整額 67,780 76,479 △43,816

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益 591,119 473,479 1,028,337

科目
当中間期

（2022年10月 1 日から
　2023年 3 月31日まで）

前中間期
（2021年10月 1 日から
　2022年 3 月31日まで）

前期
（2021年10月 1 日から
　2022年 9 月30日まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー △432,110 150,743 252,979

投資活動によるキャッシュ・フロー △69,588 35,268 △290,378

財務活動によるキャッシュ・フロー 58,911 △185,407 11,279

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,041 2,515 11,191

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △446,829 3,120 △14,928

現金及び現金同等物の期首残高 3,056,406 3,071,334 3,071,334

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 2,609,576 3,074,454 3,056,406



トピックス

『TIME』誌100周年記念誌のアジア版4月24日号
に、当社の事業内容やセールスポイント、今後の事
業展開などが掲載されております。

2023年2月

米国経済情報誌の『TIME』誌より
増田社長が取材を受けました

好評のパワー半導体向けSiC材料切断加工装置『MWS-SiC6』に、大口径対応新作モデル
最新SiC用ワイヤーソー『MWS-SiC α』が、2023年10月完成・販売予定です

幕張メッセで開催されました、『第32回ファインテックジャ
パン』に出展いたしました。今回は、車載機器向け大型曲面真
空貼合装置『TPL-1300』を実機出展するなど、当社の貼付、
剥離、真空技術を活かした多彩な装置を紹介いたしました。

2022年12月7日～9日

『第32回ファインテックジャパン』に
出展いたしました

当社工場内において製造中の『MWS-SiC6』Model：MWS-SiC α



株式情報／会社情報

株式の状況（2023年3月31日現在）

個人・その他
6,637名　97.53%

証券会社
31名　0.46%

自己株式
1名　0.01%

外国法人等
55名　0.81%
その他の法人
73名　1.07%

金融機関
8名　0.12%

自己株式
31千株　0.57%

個人・その他
3,370千株　61.37%

証券会社
332千株　6.04%

その他の法人
955千株　17.38%

外国法人等
405千株　7.38%

金融機関
398千株　7.26%

5,491千株

6,805名

■ 所有者別株式数分布状況

■ 所有者別株主数分布状況

■ 発行可能株式総数 17,000,000株
■ 発行済株式の総数 5,491,490株
■ 株主数 6,805名
■ 大株主

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）
㈲ コ ト ブ キ 産 業 347 6.37
タ カ ト リ 共 栄 会 290 5.33
大 阪 中 小 企 業 投 資 育 成 ㈱ 187 3.43
高 鳥 政 廣 153 2.81
BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG（FE-AC） 136 2.49
岡 島 恵 子 117 2.16
J P モ ル ガ ン 証 券 ㈱ 114 2.09
仙 波 周 子 104 1.91
西 村 幸 子 100 1.84
BNY GCM ACCOUNTS M NOM 98 1.81

■ 商 号 株式会社タカトリ

■ 本 社 奈良県橿原市新堂町313番地の1
TEL.0744-24-8580　FAX.0744-24-6616

■ 営 業 所 徳島営業所
徳島県徳島市佐古三番町7-9  

■ 子 会 社 高鳥（常熟）精密機械有限公司
中国/江蘇省常熟市碧渓街道万盛路9号4幢101室

■ 設 立 1956年10月

■ 資 本 金 963,230千円

■ 代 表 者 代表取締役社長　　増田　　誠
代表取締役副社長　松田　武晴

■ 従 業 員 数 193名（グループ従業員数196名）

■ 事 業 内 容 電子部品製造機器の製造及び販売、繊維機械の
製造及び販売、医療機器の製造及び販売

役員（2023年3月31日現在）

■ 代表取締役社長 増 田 　 誠

■ 代表取締役副社長 松 田 武 晴

■ 専 務 取 締 役 岡 島 史 幸

■ 取 締 役 重 富 謙 一

■ 取 締 役（ 社 外 ） 川 村 　 真

■ 常 勤 監 査 役 大 島 章 良

■ 監 査 役（ 社 外 ） 山 田 磯 子

■ 監 査 役（ 社 外 ） 岸 部 輝 一

（注）持株比率は自己株式（31,334株）を控除して計算しております。

会社概要（2023年3月31日現在）



奈良県橿原市新堂町313番地の1

http://www.takatori-g.co.jp
ホームページのご案内

Facebookのご案内
（ご注意）
1 ．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口

座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱
UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2 ．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記連絡先にお問合せくださ
い。なお、三菱UFJ信託銀行本支店にてもお取次ぎいたします。

3 ．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたし
ます。

株主メモ

事 業 年 度 毎年10月1日から翌年9月30日まで

定 時 株 主 総 会 毎年12月

基 準 日 ①定時株主総会 　　　　9月30日
②剰余金の配当（期末）　9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL　0120-094-777（通話料無料）

証 券 コ ー ド 6338

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　スタンダード市場

公 告 の 方 法 電子公告とする。
当社ホームページ（http://www.takatori-g.co.jp）
ただし、事故その他のやむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済新
聞に掲載して行う。


